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私の見た日本留学事情

史 蹟

. は じ め に

1993年に日本に留学し，学位をとってから後，大学の教

員として働いてきた中で，当然のことながら，多くの留学生

の教育や研究指導，外国人研究者との交流を行ってきた．今

回のミニ特集で与えられたテーマは「優秀な外国人留学生や

研究者を日本に招いたり，国際連携を進めたりするために何

が重要か」ということで，この機会に幾つかのことを考えて

みた．

. 外国人留学生や研究者を日本に招く必要性

私の理解としては，日本の教育・研究現場の活性化のため

に，外国人留学生や研究者の招聘は重要であると考えてい

る．日本は技術先進国であることは世界中で認められてい

る．言うまでもないが，その裏に東洋と西洋文化の融合でで

きた独自の教育システムは強力な支えになっている．特に，

第二次世界大戦後，人口の増加，経済の高速発展，技術力の

備蓄などによって，教育・研究の現場が活性化され，多くの

優れた人材，優れた研究・開発成果を社会に提供でき，技術

進歩に大きく貢献したと考えられる．しかし，80年代末か

らの経済発展の停滞，人口の減少，生活水準向上などによっ

て教育現場にも多くの影響が出てきている．よく言われてい

るのは以前と比べると学生の競争意識，ハングリー精神，挑

戦意識の低下などがあると思う．一方，不景気や国際化など

の影響で，社会的に競争が益々激しくなっている現状の中，

これは明らかに矛盾した状況である．

日本の高い競争力を維持するために，大学の活性化は大き

な課題になってきている．その方策の 1 つは優秀な留学生

を招くことである．留学生を大学院入学，勉強，研究，就職

などいろいろな場面で競争に参加させ，教育・研究現場の活

性化を図る．日本政府は既に，2008年に「留学生30万人計

画」を打ち出している(1)．これは2020年を目途に，留学生

の総人数を30万人まで増やす計画である．現在，日本の大

学・大学院在学生の人数はおおよそ280万人なので(2)，この

目標を実現できれば，在学生10人に 1 人が留学生の割合に

なり，教育・研究の現場に大きく影響を及ぼす人数になると

思われる．

. 現状はどうなっているか

振返ってみると自分が留学してからの18年間余りの間

に，日本の留学事情が大きく変わったことに気がついた．国

際化や日本周辺の国の経済発展によって，留学生を受け入れ

る環境，留学生自身の構成などが大きく変わった．1 つの例

としては，以前より留学生を支援するプログラムが多くなっ

てきたことが挙げられる．例えば，グローバル COE やリー

ディング大学院などがある．それ以外に私のいる大学には国

際大学院というプログラムもあり，英語の講義を多く開設

し，日本語のできない留学生も勉強・研究ができる環境を築

いてきた．これらのプログラムの経済的な援助などで多くの

優秀な留学生や若い研究者が日本に来られるようになり，勉

強や研究に専念でき，よい成果を挙げることができるように

なった．私の周りにもこれらのプログラムの留学生が多くい

るが，ほとんどの学生は積極的に勉強，研究に取り組んでお

り，日本人学生に良い刺激を与えている．輪講や勉強会など

を英語でやる研究室も増えている．また，独立行政法人物

質・材料研究機構では，様々なプログラムにより外国人研究

者の比率を上げることで，研究アクティビティーが向上する

ことが相関性調査の結果で明らかになっている(3)．つまり，

外国人留学生や研究者は日本の教育・研究の現場の活性化に

貢献できると考えてよい．

もう 1 つの変化は，多くの留学生が日本で就職できるよ

うになったことである．私が留学していたときによく言われ

たことは，アメリカは移民の社会なので，留学生が就職しや

すいが，日本は異なり，留学生の就職は大変難しいというこ

とだった．しかし，最近は様子が変わって，大手企業を含む

多くの企業が積極的に留学生を採用するようになった．これ

は経済活動の国際化の影響だと考えられる．つまり，今の時
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代，日本の企業にとって外国語のできる，外国の事情のわか

る留学生は役に立つ戦力になっている．これを象徴するよう

に2009年と2010年の留学生就職ビザの許可人数は 1 万人を

超えていて，10年ほど前の 3 倍以上になっている(4)．

. 優秀な外国人留学生や研究者を日本に招くために

何が重要か

この問題は簡単なようで実は複雑である．日本の社会，企

業，大学および外国人留学生自身の各面の努力が必要にな

る．つまり，留学生と大学，留学生と日本の企業，留学生と

日本の社会，これらの関係はどれも winwin の関係(双方に

よい結果をもたらすこと)にならなくては，日本に来てもら

えなかったり，長く続かなかったりすることは言うまでもな

い．日本は技術先進国だけではなく，独自の文化もある．例

えば，マンガや，ファッションなどは世界中の若い人の中で

大人気になっている．また，安全，安心，自然の豊かな国と

しても知られており，若い学生が留学するのに魅力のある国

になっている．一方，公用語は英語ではない，生活コストが

高い，地震などの自然災害が多い，といった不利な面もあ

る．したがって，まず，留学生に日本の魅力を感じさせ，日

本の特徴を生かすことが重要なことである．あくまでも 1

つの例だが，例えば理工系の学生に日本の「ものづくり精

神」を身につけてもらう．これは難しいことで全ての学生に

はできないと思われるが，成功例が増えれば，確実に文化的

な特徴になる．先日，中国広東省の人材招聘大会が東京で開

かれ，広東省の担当者の冒頭の挨拶では，日本での留学経験

者は全体的に仕事を着実に進めるという特徴があると評価し

ていた．少し地味に思われるところもあると思うが，最近こ

のような評価は中国国内でもよく聞くようになった．

次に留学生に対しての観念を変えなければならない．「留

学生30万人計画」の前の「留学生十万人計画」の留学政策

には文化交流や国際協力，あるいはアジア等の諸外国への知

的国際貢献のようなスタンスがあったが(5)，(また結果的に

そうなっているという状況でもあったが）現在はむしろ留学

生が自国の利益になる人的資源として考えなければならない

状況になってきた．しかも，この資源に対する争奪戦は先進

国の間ですでに始まっている．この争奪戦で勝つためには，

大学だけではなく，政府や産業界の協調的な対応が必要にな

る．

三つ目は「出口」の支援が必要である．留学で勉強した成

果を誰でも生かしたいものである．日本留学の成果を生かし

たい場所はやはり日本と考えられる．実際，留学生の 6 割

強が日本への就職を希望している．近年，大学などでは，多

くの留学生就職支援部門や組織ができてきている．留学生の

就職率も2005年頃の18程度から，30程度まで上昇し

た．しかしながら，それでもなお，就職希望者の 3 人に 1

人しか就職できない状況である．日本の大学生と大学院生の

平均的な就職率（60前後）と比べると依然低いのが現状

である(6)．もちろん就職できないのには，様々な理由がある

が，留学生にしてみれば，苦労して日本に留学に来て，希望

の職に就くことができず，winwin の状況にできていないと

考えざるを得ないであろう．これからも留学生の人数がさら

に増えると思われるが，責任を持って「出口」の支援が必要

になると考えている．

最後に留学生だった私から今の留学生の皆さんに一言アド

バイスしたいと思う．最近，留学生が多くなって，各国の留

学生が自分たちのコミュニティーを作るようになった．これ

は必要なことだが，この中ばかりで活動していては日本留学

の意味が大分薄くなる．ぜひ留学中から日本人と多く交流

し，日本の文化と社会の理解を深め，最大限の留学成果を収

めてほしいと思っている．
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